
活動報告書・会計報告書 

 

第 4 回（平成 29 度）「アクサ ユネスコ協会 減災教育プログラム」 

【活動報告書】 
 

 助成校は、平成 30年 3 月末までに、本活動報告書を Word データ（メール等）でご提出ください。 

 A4 版 2 枚程度で以下に活動報告をお書きください。 

 活動に関する写真等もありましたら添付してください。写真は、日本ユネスコ協会連盟、アクサ生命保険㈱、取

材メディアが本プログラムの広報や活動報告、報道に関する広報媒体に掲載可能な写真をご提供ください。（子ど

もの写真など掲載許可が必要なものは、可能な範囲で各自事前にご確認ください。掲載・使用不可の写真がある

場合は、その旨お書き添えください。） 

 本活動報告書の内容は、より多くの方々に多様な各地の防災・減災教育の取り組みを知っていただくために、ホー

ムページや印刷物などで公開いたします。 

 各様式のワードデータは別途メールでお送りします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内山小学校 

 

 地震てんでんこ ～自分の命は自分で守る子どもを育む～ 

総合的な学習の時間・学校行事 

全      １２３ 

１３ 

児童の保護者全員 

 ２５   ４  １           ３０   ３  ２０ 

災害後の暮らし 

学区には３車線の幹線道路、地下鉄、JR の駅があり、オフィスビルや繁華街を抱えている。大きな震災時には、帰

宅困難者であふれ、交通の途絶、繁華街からの火災など混乱が予想される。そこで学校での避難訓練だけでなく、学区

で地震が起こった場合や被災後までを想定して児童一人一人が自分の命を自分で守るように育てていかなければなら

ないと考え、５年間を掛けて保護者・地域・学校の一体化を目指し、以下の流れで防災を目指してきた。 

地震のこわさを知る→身を守る方法を考える→家族と一緒に考える 児童から家族への啓蒙活動→震災後の暮らし 

本年度は、地震の怖さを味わうために起震体験をした上で身を守る方法を考えた。また、異学年や同学年で声を掛け

合って避難する体験や、被災後、ヘルメットをかぶりながら帰宅する体験を以下の流れで行った。本年度特に考えたの

は、家庭へ啓蒙を視点において行った。                  【本年度の実践】 

知る実践 

起震体験 

避難訓練 

児童への啓蒙 

家族地域への啓蒙 

３年生からの発信 
たてわりで発信 

保育園に発信 

５年生での発信 
副市長へ提言 

ユネスコ世界会議で発信 

５
年
間 ４年生での発信 

協働する実践 

大人が側にいない休み

時間、掃除中の避難訓練 

家族へ知らせる実践 

ヘルメットをかぶって

登下校での避難を考え

家族に伝える 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 児童全員にヘルメットを購入し、ヘルメットをかぶりながら通学路を歩き、実際に地震が起こった場合を想定

して危険な場所や逃げるのに安全な場所を見付けながら帰宅したり、登校したりする実践を行うことができた。

これは、９月の研修会で見学した学校でヘルメットが教室の後ろに置かれていたのを見て、身近にヘルメットが

あると、さらに児童がいざとなった時に身を守ることができると考えた。 

 ヘルメットをかぶることで、児童自身が災害について自分ごととしてより捉えることができた。また、登下校

の様子を見ていた地域の人への啓蒙及び、家族の災害に対する気持ちが変容してきた。本校の保護者にアンケー

トをしたところ、災害時のために備蓄している家庭は、半分以下だった。そこで、ヘルメットをかぶって帰った

日に家族に地震が起こった場合にどうしたらよいか家族で話し合ってくるように児童に宿題を出した。すると、

「家族で家の周りを歩いて、危険な所を見に行った。」「家の中で地震が起こった時に、どうするか話し合った」

「水やレトルトを３日分買った」など、児童から発信したことで家族が地震について考えるようになった。 

 本校は児童数が少ないため異学年での活動を盛んに行っている。休み時間や清掃中など大人が側にいない場合

に不意に起こる地震を想定した避難訓練を数回行った際、異学年で声を掛け合う姿が多く見られた。児童の行動

が避難訓練という点から児童会活動などの他の活動と線でつながっていくのを目の当たりにした。高学年、低学

年関係なく、大きな声を出し合い、互いの身を守る行動は地域でも生かされると考える。 

 また、通学路で地震が起きたことを想定して、危険な場所と逃げるのに安全な場所を見極めたり、震災後、が

れきの中をヘルメットをかぶって歩く練習をしたりする実践で、低学年でも自分ごととして捉えながら、家族と

話し合うことができた。 

本年度は、避難訓練で学んだことを家族に伝えたり、話し合ったりする宿題を必ず出している。家族と一緒に

家の中で避難訓練を行った児童や災害時に家族で集まる場所を決めた児童がいた。また、窓を開ける人、扉を開

ける人など、役割分担をした家族も出てきた。子どもから真剣に相談されると普段から防災に消極的な家族も、

これをきっかけにして、家具の転倒防止を考えたり避難袋を用意しようとしたりと、積極的に防災に取り組もう

とする保護者の姿が見られた。 

 

本校では、毎年の防災教育を少しずつ進化させたいと思い、点から線への実践を心がけている。すなわち、初

年度は、一学年で徹底的に防災に取り組み、防災リーダーを育て、子どもたちから子どもたちへ防災の輪を広げ

ていく。その後、それぞれの子どもから保護者へ広めていくという展望のもとで行った。それぞれの流れは一方

通行ではなく、スパイラルにまわりながら進化を続けている。子どもから子どもへの啓蒙は、校内や、学区の防

災マップを使って他学年に教えに行ったり、学区の人に頼まれて子どもたちが学区の危険を話したりしている。

 
 児童の防災に対する意欲をここで終わらせず、本校の伝統として継続的に防災教育を行っていきたい。これ

までは、取り組みに試作段階のものもあった。これを、教員が転任しても続いていけるようにそのカリキュラ

ムを確固たるものにしていきたい。 


